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1 今月行ったこと

• 姫野ベンチマークコンテストへの参加
• lm-sensorsの調査

• PBSの調査

2 姫野ベンチマークコンテストへの参加

2.1 姫野ベンチマークの計測

理化学研究所・情報環境室で計算機の性能を競い合う

姫野ベンチマークコンテストが開催された1．姫野ベン

チマークとは科学技術計算における性能評価基準ベンチ

マークの１つである．

このコンテストでは，計算機の種類，規模は問わない

「無差別部門」と使用する計算機をパーソナルコンピュー

タに限定した「PC 部門」2がある．そのコンテストに

参加するために ISDLにあるクラスタを用いてそれぞれ
計測を行った．計測結果は Table 1の通りである．

Table 1 問題サイズの大きさ

クラスタ名 無差別部門 PC部門

Xenia 35244 Mflops 534 Mflops

Gregor 9817 Mflops 126 Mflops

Cambria 5292 Mflops 83 Mflops

2.2 結果

PC部門において Xeniaが一位の成績で入賞した．

3 lm-sensorsの導入

3.1 lm-sensorsとは

lm-sensorsとは温度や電圧情報をマザーボード上のセ
ンサチップから入手できるソフトウェアのことである．

大規模クラスタシステムでは多くのノードの管理保守が

必要不可欠である．しかし，ノード数が増えるにしたが

い保守の手間が増大する．そのため，ハードウェア障害

を検知できる lm-sensorsを ISDLのクラスタに導入す
るための調査を行った．

実験として Cambriaの amin-149に lm-sensorsを導
入した．実行画面を Fig. 1に示す．

1http://w3cic.riken.go.jp/HPC/Symposium/2002/

himenobmt_awr.html
2それぞれのクラスタにおいて 1CPUで測定した

Fig. 1 lm-sensorsの実行画面

3.2 今後の予定

Cambria再構築と同時に lm-sensorsを全ノードに導
入する．また Gregorのハードウェアに対応しているか
どうかを調べ，可能であれば Gregorにも導入を行う予
定である．

4 PBSの調査

4.1 PBSとは

PBS(Portable Batch System)とは，バッチジョブの
管理を効率良く行うためのジョブ管理システムであり，

各ユーザにシステム資源 (CPU時間，メモリ領域)を公
平に割り振り，一人のユーザがシステムを占有してしま

うことを避けるためのものである．

4.2 進捗状況

2ノードのクラスタを作製し，PBSをインストールし
た．現在投入するジョブのリソース設定における実験を

行っている．

4.3 今後の予定

PBSのインストールマニュアルを作成する．またジョ
ブスケジューラとして広く使用されているmaui sched-
ulerと PBSを組み合わせて，より効果的なジョブ管理
を行う．
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